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特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）
鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会

設立趣旨書

私たちの地域（鶴ヶ島第二小学校区）は、約３２２０世帯７１７０人が生活しています。年々高齢化が進

み、高齢者の比率は２５％（注１）を超えています。縁あってこの地域で生活をする私たちには、この地域

がこれからも人に優しく安全で安心して暮らせる地域であってほしいと願っています。

鶴ヶ島第二小学校区の１０自治会は、従来から鶴二小を中心に、納涼大会や運動会、お祭りなどの諸

行事を共に行い、平成２０年には「鶴ヶ島第二小避難所運営委員会」を設立し、住民自身で主体的な地

域防災に取り組んできました。 また、アンケート調査で、多くの方から、「地域のために協力できる」と回

答をいただきました。

こうした実績をふまえて、この地域全体で助け合い、支え合う新たな地域づくりを目ざして、平成２３年７

月に「鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会」を発足させました。発足以来、「鶴ヶ島第二小学校区

地域支え合い協議会」は、地域防災、福祉支え合い、子育て、助け合い隊などの多様な事業を、行政や、

社会福祉協議会、自治会、各団体との連携で展開してきました。私たちは、これらの事業が地域の諸課

題を行政にすべて頼るのではなく、地域住民自らが主体的に取り組む、共助の新たな仕組みづくりであ

ると考えています。

これから先、地域の高齢化はさらに進むことが見込まれ、地域の抱える課題が増えていくと思われま

す。私たちは、地域課題に向き合って地域の力を結集し、責任ある活動を継続して行うために、「現鶴ヶ

島第二小学校区地域支え合い協議会」をＮＰＯ法人にすることとしました。

私たちは、住民１人ひとりが自立自助の志を強め、知恵と力を出し合い、お互いに助け合う地域共助

のカタチをつくりだし、新たな地域コミュニティーを創造していきたいと考えます。この新しい取り組みに一

層のご理解とご協力をいただきますよう心からお願い申し上げます。

平成２５年８月２５日

（注１）２０１９年（平成３１年）４月１日現在 高齢者の比率：３０．９％
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あゆみ
令和元年度活動報告

鶴二支え合い
０３

２００７年度（平成１９年度）
平成２０年３月２０日、鶴二小通学区１０自治会、学校長、公民館館長、市防災担当部所と協議し、鶴ヶ島第二

小学校避難所運営委員会に関する申し合わせ事項を確認。

２００８年度（平成２０年度）
平成２０年７月３１日、新旧の１０自治会長を含め、設立会議を開催し、鶴ヶ島第二小学校避難所運営委員会

の活動をスタートし、地域住民が主体となって地域合同防災訓練など継続して実施。

２０１１年度（平成２３年度）
通学区１０自治会、民生児童委員、ＮＰＯ法人、企業、地域包括支援センター、社会福祉協議会、行政などの

連携協力により、平成２３年７月６日鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会を設立。

２０１２年度（平成２４年度）
平成２４年１０月１日、高齢者などの困りごとを有償でお手伝いするボランティア活動「鶴二助け合い隊」を開始。

２０１３年度（平成２５年度）
平成２５年８月２５日、活動の広がりに応え任意団体から特定非営利活動法人鶴ヶ島第二小学校区地域支え

合い協議会の設立に向け総会を開催し、その後埼玉県への認証申請を経て、同年１２月２日法人となる。

２０１４年度（平成２６年度）

平成２６年4月27日第１回通常総会を開催。法人化の後、環境教育施設「ｅコラボつるがしま」の受付、案内業
務や養命酒製造（株）の工場跡地の草刈り等の業務を受託。

２０１５年度（平成２７年度）
平成２７年５月10日第２回通常総会を開催。平成２７年７月２２日総務省地域力創造グループの「暮らしを支え

る地域運営組織に関する調査研究事業に関する研究会」の第１回研究会において協議会の活動を発表。

２０１６年度（平成２８年度）
平成２８年４月、鶴二支え合い協議会が中心となり社会福祉協議会・地域包括支援センター・近隣福祉事業

者・南市民センタ－の世話人会議を重ね、「鶴二あんしんあったか地域ネット」が発足。

２０１７年度（平成２９年度）

平成２９年８月２６日～２７日、九都県市合同防災訓練（夜間宿泊訓練）を実施。１１月１８日、坂戸鶴ヶ島医師

会より地域医療貢献者表彰と鶴ヶ島市長感謝状の贈呈を受けた。

２０１８年度（平成３０年度）

「実践に即した避難訓練」を実施するために、各自治会から選出された避難所運営委員と防災委員からなる

鶴ヶ島第二小学校区自治会避難所実行委員会を立ち上げ、新たな避難所運営取り決め事項を作成した。

２０１９年度（令和元年度）

いままで個々に実施していた全体事業を、目標を明確化し相互の連携を図っていくために、「地域活き活き委

員会」・「環境委員会」に再編成した。

ＮＰＯ法人鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会の変遷

避難所
運営委員発足

H20・7月 H23・7月

支え合い
協議会発足

H25・12月

NPO
法人化

H28年度 講演・来訪＝21件
松本市・小平市・我孫子
東海村・所沢市・川崎市

H24・10月

助け合い隊スタート

H26・4月

宿題サロン

H28・4月

サイエンス教室

H28・4月

鶴二あんしんあったか
地域ネット

H31・4月

環境委員会・地域活
き活き委員会発足

H31・2月

防災に
中学生参画

R1・10月

10自治会合同避難訓
練参加者＝1,084名

R１年度事業732件
参加延べ人数＝10,641名



藤中ロープ・ブルーシート
活用研修会 ９/１１（４８名）

防 災 令和元年度活動報告

鶴二支え合い
０４

防災委員会
防災委員会は平成２０年「鶴ヶ島第二小学

校避難所運営委員会」の設立以来、地域

自治会、小学校、福祉施設、近隣の大学、

医師会、消防組合、行政等と連携を持って

地域の住民が主体となって継続して地域

合同防災訓練を行ってきました。

鶴ヶ島第二小学校区（10自治会）防災訓練
10月19日（土）午後1時3０分～午後4時3０分

合同防災訓練参加者：1,084名

２/１３（４１名）

鶴二小避難所実行委員会
6月15日：19名 8月24日：53名 10月26日：29名

藤中防災講演会
１１/３０（１２１名）

藤中３年生車いす講習会
２/５（１５８名）

昼の時間帯で大地震が起きた場合、

鶴ヶ島の人口動態から見て、これに即

応できる者は地元勤労者・高齢者と中

学生が想定されます。したがって、地域

防災に中学生の参加は必須条件であり、

防災計画や防災訓練の中に中学生を

位置付ける必要があります。

（地域防災にむけて）

・中学生が地域防災に参加できる防災

組織の検討を始め、継続的に関わるよ

う条件整備を進める。

・実践に即して訓練・講習を行う。

・日頃から防災意識の高揚を図る。

・地域防災担い手の広がりを図る。

中学生も参加する地域防災にむけて
令和元年６月

避難者カード受け取り

各教室に移動

本部テント設置

炊き出し訓練 福祉避難所開設訓練

トイレの組立て ダンボールベットの組立て ペーパーによるマスクづくり 新聞紙によるスリッパづくり

児童引き渡し訓練

鶴二小５年生防災ゲーム



福祉支え合い
令和元年度活動報告

鶴二支え合い
０５

福祉支え合い委員会
急速に進む高齢社会を踏まえ、高齢者が孤立しないよう、交流を重ね健康、生きがい、安心を得られるよう

に福祉ふれあいサロン活動「エスポワール」「健康吹き矢教室」「ふれあい体操」を行ってきました。また、高

齢化社会が抱える地域課題にむけて、９月に「地域福祉人権講演会」３月に「高齢者福祉介護セミナー」を

毎年開催してきましたが、台風19号と新型コロナウイルス感染拡大のため中止を余儀なくされました。

高齢者サロン「エスポワール」（希望）
参加者の意見を尊重し毎回の催事を話し合いで決めます。これまで、映画鑑賞、歌声喫茶、会食会、ペタ
ンクなど多種多様。第１・３金曜日 １３：３０～１５：３０ １８回 参加者：３６１名

ふれあい体操
第1・３・４週月曜日 10：30～ 12：00 

参加者：３１８名

健康吹き矢教室
第2・３週土曜日 10：00～ 12：00 

参加者：１６１名

映画鑑賞会 お汁粉

ペタンク ホテル会食

トランプ

クリスマス

いちばんぼし・体操

輪投げいちばんぼし・合唱



子ども 令和元年度活動報告

鶴二支え合い
０６

子ども委員会

地域の子どもを健やかに育てるため、自由な遊び場づくりプレーパーク、子育てサロン、宿題サロンを実

施してきました。また、子育て支援講座、観劇会、昔あそび等を関係団体・小学校と連携協力し行ってき

ました。

平成２５年８月からスタート、

地域のボランティアの協力で

運営されています。勉強や宿

題だけでなく児童に喜ばれる

工夫をしています。

毎週月曜日１５：００～１７：００

夏休みも５日間開催。

参加者：９６６名

遊び場の活動「プレーパーク」
季節にあわせて水遊び、流しそう

めん、バルーン遊び、餅つき等々、

子どもたちが自由に遊べる場を

作っています。年に何度かは関係

団体と連携して市民の森などに繰

り出します。

毎月第四土曜日１０：００～１５：００

参加者：４５０名

「子育てサロン」

未就学児童と子育てママの交流

の場として親子そろって快適に

過ごせる場所の提供。また、南

市民センターとの共催のイベント

も行います。祝祭日を除く月曜

日～金曜１０：００～１５：００

自由にご利用できます。

参加者：３４７組

「観劇会」

この地域で親子で楽しめるお

芝居を観ることはなかなかで

きません。毎年関係団体との

協働による観劇会を行ってい

ます。

参加者：５７名

塾でもない学校でもない「宿題サロン」

１年生と「昔あそび」をしよう

こま・折り紙・お手玉

竹ポックリ・おはじき

竹鉄砲・けん玉

ころころタンク・メンコ

紙飛行機・あやとり

１/２２ ９：４５～１１：３０

児童：４３名 スタッフ：２４名



助け合い 令和元年度活動報告

鶴二助け合い隊

高齢者などの生活上の困りごとを、地域の元気な方の有償ボランティアで支え合い助け合う活動です。

近年介護保険の改定などで高齢者の身近な生活支援などのお手伝いの要望が増えました。

鶴二支え合い
０７

【ありがとう券】という形にする事で、
利用者は、気軽にお願い事を頼み、協力者は自分らしく利用者のお手伝いをする事が出来る、プロとは

違う温かみを大切にした仕組み作りをめざしています。

お困りの皆さんが
電話をする

指定店

助け合い隊事務局

お礼に
ありがとう券
(1枚200円）を
渡す

ありがとう券
販売

1枚200円/２０分

1枚150円
商品を買える協力者

件数：１２８ 協力会員活動者数：２４３人 利用時間合計：４９７時間４５分

活動内容
（件数）

付き添い 修理・取り付け 掃除 お世話

病院 （５）
買い物 （１）
その他 （６）

家具の移動 （５）
包丁研ぎ （５）
障子張替 （３）
その他 （１）

部屋 （３）
ゴミ捨て （３）
簡単な換気扇（１）
窓拭き （１）
エアコン （１）

植木の剪定 （４６）
草取り （３２）
話し相手 （１１）
パソコン指導 （３）
その他 （１）

協力会員数 ４７人 利用会員数 １５０人

「鶴二助け合い隊」実績 平成３１年４月～令和２年３月

包丁研ぎ講習会 スタッフ６名
７/  ４（西部支え合い）：受講（２９名）

１０/２５（北支え合い） ：受講（３０名）

買い物バスツアー ９/１２（４４名)
赤レンガ倉庫・海上保安資料館横浜
横浜中華街・横浜キリンビアビレッジ

包丁研ぎ会 スタッフ８名

９/  ３（１７名）：包丁３３本
１２/２２（２４名）：包丁４４本

http://azby.search.nifty.com/imagesearch/search?cflg=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&select=2&chartype=1&q=%E8%80%81%E4%BA%BA%E4%BB%8B%E8%AD%B7&tmpl=img_frame_azby&imgurl=http://www.happynew.jp/image2011/KF11_11.jpg&imgrefurl=http://www.happynew.jp/zaitaku01-top.html&h=240&w=180&sz=49.7kB&tbnid=http://msp.c.yimg.jp/image?q=tbn:ANd9GcR5OBp0lSIBUz5x-8r8xbucs990IpoVgStkv-pJ4YrgSQ5-HdJOYDdi2eU:http://www.happynew.jp/image2011/KF11_11.jpg&tbnh=110&tbnw=83&start=20&prev=/imagesearch/search?cflg=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&select=2&chartype=1&q=%E8%80%81%E4%BA%BA%E4%BB%8B%E8%AD%B7&start=0&img.fmt=all&img.imtype=color&img.filteradult=no&img.type=all&img.dimensions=all
http://azby.search.nifty.com/imagesearch/search?cflg=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&select=2&chartype=1&q=%E8%80%81%E4%BA%BA%E4%BB%8B%E8%AD%B7&tmpl=img_frame_azby&imgurl=http://care-net.biz/img/clip/kj/kj-a001.gif&imgrefurl=http://care-net.biz/01/torino/b33.php&h=214&w=222&sz=11.3kB&tbnid=http://msp.c.yimg.jp/image?q=tbn:ANd9GcSHIDobBkzQqYCji4Lv8vkK3wztONYmAQPtNbXtHN3_zb83aHBp_k2XMg:http://care-net.biz/img/clip/kj/kj-a001.gif&tbnh=103&tbnw=107&start=6&prev=/imagesearch/search?cflg=%E6%A4%9C%E7%B4%A2&select=2&chartype=1&q=%E8%80%81%E4%BA%BA%E4%BB%8B%E8%AD%B7&start=0&img.fmt=all&img.imtype=color&img.filteradult=no&img.type=all&img.dimensions=all


eコラボつるがしま来館実績 入場者数：５５７名

令和元年度活動報告

鶴二支え合い
０８

地域ネットワークの推進を図る事業
協議会はまちづくりに係る活動や地域のイベントなどに積極的に参加・参画しています。また、協議会

主体の事業活動や自治会、福祉施設などとの情報連絡会など実施しました。

６０代前後の世代の皆さんが、地域活動団体に参加

していただくイベント、実行委員として参加しました。

地域活動の拠点である南市民センターを支援するために

センター利用者等と連携して積極的に参画しました。

養命酒製造（株）は、鶴ヶ島太陽光発電所に隣接した場

所に地域貢献事業として環境教育施設「ｅコラボつるがし

ま」を建設しました。この「ｅコラボつるがしま」は、環境教

育施設だけでなく災害時の給電や給水能力が備わってお

り、地域の大切な資源であり、また住民の交流の場として

活用しています。行事として「えこらぼ寄席」を実施しまし

た。 また、協議会では施設見学の受付案内業務、工場

跡地の環境保全の草刈り作業も行っています。

地域活き活き

南市民センター地域課題講座

環境教育施設見学者案内・施設管理

第５回 「地域デビューきっかけ広場」９月２３日

ステージ発表コ－ナ－
鶴二白浪五人男

子ども体験コ－ナ－
サイエン教室（実験体験） 焼きそば

第３３回 南どんぐりまつり９月２８日・２９日

バザー

えこらぼ寄席 草刈り作業

南市民センター健康講座
日時：令和元年１１月１６日
内容：『より良い睡眠を得るために役立つお話」
講師：鶴ヶ島在宅医療診療所

医学博士 吉田 哲先生
（日本睡眠学会専門医）

参 加 者：６３名

日時：令和２年２月１５日
内容：『ボーっと活きていないで見つけよう！

地域の困りごと」
活動：グルーﾌﾟ活動・発表
まとめ
柴崎光生さん
特定非営利活動法人
ときがわ山里文化研究所 理事長
特定非営利活動法人
鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会 元理事長

参 加 者：２５名
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環境
環境保全を進める事業
サイエンス教室

市民環境まつり（６月８日）

落ち葉プロジェクト・緑地保全

環境教育施設「ｅコラボつるがしま」の有効活用を図り、自然科学や環境問題についての普及啓発に寄与するため、市

内の小学生とその保護者を対象に「サイエンス教室」開催しています。

市内で活動する環境団体が協力してバザーや展示、コンテスト、ワークショップなど行い、身近なことから地

球規模の環境課題について楽しみながら考え・体験できるまつり。

＜コンテスト第２弾＞
太陽のエネルギーで水の温度を上げよう！！

落ち葉掃除しませんか
１２月７日（土） １０：００～１４：００ 場所：どんぐり公園

集めた落ち葉を堆肥にします。ご家庭の落ち葉もご持参くださ
い。なお、同時に焼き芋を作っています。ご一緒にいかがです
か。

参加：５団体・２４名

こんなまちに住みたい・・・わたしたちのＳＤＧｓ

今年５月、北海道で３９．５℃が記録されました。「気
候が変だよね」も挨拶の言葉になってきたようです。
私たちが住みたいのはどんな街だろう。
・エネルギ－をたくさん使わなくては住めない街？
・外に出て深呼吸したくなる街？

６/１５：電気を作ろう
児童３５名・保護者２５名

７/２０：プラスチックを作ってみよう
児童４０名・保護者３２名

９/２１：電磁石・モーターを作ろう
児童２１名・保護者８名

１０/２６：化石を見つけよう
児童３１名・保護者２２名

１１/１６：葉脈の標本を作ってみよう
児童１１名・保護者６名

１２/２１：電気を貯めよう
児童７名・保護者７名

※ＳＤＧｓ：持続可能な開発目標
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✦広報誌「鶴二支え合いだより」 （A-4 表裏）

毎月６００部発行、会員への配布、自治会の回覧、近隣福祉施設、公共施設等に配布しています。

✦Webなどの広報活動 （「鶴二支え合い」で検索してください。）

サミットin大阪パネル分科会登壇

「 鶴二支え合い 」 ブ ログ
http://blog.canpan.info/tsuru2sasaeai/ 

イ ベ ン ト 等のお知 らせや日々の

活動報告な ど を投稿 し てい ます 。

期 日 内 容 団 体 名 人数

４月１６日 来訪 総務省視察（国４・県２・市４） ９

９月 ９・１０日 分科会 いきがい・助け合いサミットin大阪 ３

１１月８日 来訪 吉川市 １６

１１月２２日 来訪 山形県きらりよしじまネットワーク ２２

１月２５・２６日 分科会 サミットinさやま ４

内容・団体名等 平成３１年４月～令和２年３月

「 鶴 二支え合い 」 ホームページ
https://taggucchi.wixsite.com/tsuru2sasaeai

活動内容や団体情報など を

お伝 え し て います 。

全体事業
安全で安心して暮らせる地域づくり等に係る調査研究及び広報事業

鶴二あんしんあったか地域ネット

アンケート実施
目的：①生活課題を明確にする②会員の意識を高める
期日：配付１２/２０・回収締切り１/２０ 対象：会員２９３ 回収９２

私たちの地域（鶴二小学校区）の中で高齢化により困った時に共に支え合い助け合う活動を行う。

〇地域活動の縦割りの弊害をなくす。〇ネットワ－ク化による横軸の関係を大切にする。

あんしんあったか
地域ネット世話人会

安全で安心できる地域づくり
○健康不安・介護問題
○日常生活の困りごと（ゴミ出し・買い物・通院）
○認知症（障がい者）の支援
○家族の孤立化

いきいき暮らせる地域づくり
○地域活動に積極的に取り組む人材の確保
○男性高齢者の居場所確保
○交流を広げる
○子どもを見守り育てる

地域の関係者が集い、ネットワークを組み、調整と協働の情報交換

まちづくり・環境保全を進める事業

✦情報交換、来訪等

南市民センター植木剪定 鶴二小環境整備 藤中除草
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インタビュー
協議会は設立以来、市民活動団体、事業所や個人など幅広い方々と連携協力し、地域課題に取り組

んできました。ここで、地域に関わる皆さんにインタビューし、その思いを語っていただきました。

謹啓 すがすがしい初夏の季節となりましたが、会員の皆様には益々ご健勝のこととお喜び申しあげ

ます。

現在、これまで経験したことのない、新型コロナウイルスの感染拡大により、鶴二支え合い協議会は

「新しい生活様式」に基づいた感染予防策を取り入れ、中止、活動内容や施設使用を制限しています。

最前線で新型コロナウイルスとたたかっている医師、看護師、医療従事者はじめ関係者の皆様、そ

して、営業自粛等その他制限をしいられている地域のすべての皆様に感謝いたします。

私たちの賢い判断と行動が求められています。

私たちが一致協力して粘り強く行動し、この難局を乗り越え、新型コロナウイルスに打ち勝ちましょう。

謹言

Ｑ 鶴ヶ島第二小学校との関係についてどのように思っていますか？
本校は、体験活動を重視しています。それは、座学だけでは得ることの

できない貴重な学びがそこにあると考えているからです。また、「地域とと
もにある学校」を目指し、子どもたちが地域に出て地域から直接学ぶ活動、
地域の方を学校に招いて様々な体験をさせていただく活動を数多く取り入
れています。これらの活動の根底にあるのが、支え合い協議会の皆さんと
学校とのつながりです。子どもたちも感じ取ってくれていると思います。支え
合い協議会の事務所が学校の敷地内にある学校は他にはありません。地
域の皆さんの温かい目に見守られながら、子どもたちは健やかに成長して
います。今後も様々な場面での連携とご協力をお願いいたします。
Q 今後に期待することは何ですか？

幼いころから支え合い協議会の皆さんの活動を見てきた鶴二小の子どもたち。感謝の気持ちを
持たせるとともに、「大人になったら自分も地域の役に立ちたい」という気持ちを持たせたいとも思っ
ています。この地域がそんな“素敵な循環”が繰り返される地域であってほしいと願っています。

上広谷第二自治会会長

井上 雄三 さん

鶴ヶ島第二小学校校校長

松田 仁 さん

Q これからの協議会へのご意見や期待をお聞かせください。

支え合い協議会も自治会も高齢化問題がありますが、お互いの会員数
を 増やせていけたらと思います。これからも地域交流の中心として期待し
ております。

鶴二支え合い協議会 会長 細貝光義

Q  自治会との関係についてどのように思っていますか？

毎年小学校納涼大会と10自治会合同訓練で協議会の皆さんには大変

お世話になっております。特に防災訓練では、毎年準備をして頂きありが

とうございます。台風等の被害は年々増しており、災害が起これば近隣住

民で助け合いが必要です。自治会と支え合い協議会はこれからも益々関

係を深くしていければと思います。
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本報告書の一部または全部の無断複製・転載を禁じます。

発行者 特定非営利活動法人 鶴ヶ島第二小学校区地域支え合い協議会

住 所 鶴ヶ島市鶴ヶ丘３５８－１ 鶴ヶ島第二小学校南校舎 １階

電 話 ０４９－２９８－７９７４（ＦＡＸ同じ）
ＭＡＩＬ： ｓ-2012039561@ah.wakwak.com
Web ： https://taggucchi.wixsite.com/tsuru2sasaeai
ブログ： http://blog.canpan.info/tsuru2sasaeai /

久保団地自治会

藤の台団地自治会

上広谷第一西自治会

上広谷第二自治会

上広谷第三自治会

鶴ヶ丘第一自治会

鶴ヶ丘第二自治会

鶴ヶ丘第四自治会

鶴ヶ丘第五自治会

鶴ヶ丘第六自治会

鶴ヶ丘常葉会

鶴ヶ丘第二自治会寿会

上広谷第一長寿会

ＮＰＯ法人 カローレ

独立行政法人 防災科学技術研究所

株式会社 メモリード 埼玉事業本部

養命酒製造株式会社

株式会社関水金属

株式会社ヤオコー 鶴ヶ島店

東洋大学

城西大学

女子栄養大学

日本医療科学大学

一般社団法人 坂戸鶴ヶ島医師会

坂戸鶴ヶ島市歯科医師会

坂戸鶴ヶ島市薬剤師会

鶴ヶ島市地域包括支援センター ぺんぎん

鶴ヶ島市地域包括支援センタ－ いちばんぼし

たちかわ脳神経科クリニック

鶴ヶ島耳鼻咽喉科診療所デイケアルーム

在宅訪問介護事業所 ベルグルー

みどりの風鶴ヶ島

ハーモニーライフ鶴ヶ島

あったかホーム鶴ヶ島

ニチイケアーセンター鶴ヶ島

グループホーム鶴ヶ島

まごころの家 あゆみ 藤金

ナーシングホーム鶴ヶ島

デイサ－ビス 花水樹

デイサ－ビス はるかぜ

トータルフアミリーサポート あゆみ

SOMPOケア ラヴィーレ鶴ヶ島

さかえ保育園

鶴ヶ島みどり保育園

鶴ヶ島駅西口商店会

鶴ヶ島市立鶴ヶ島第二小学校

鶴ヶ島市立鶴ヶ島第二小学校ＰＴＡ

鶴ヶ島市立藤中学校

鶴ヶ島市立藤中学校ＰＴＡ

鶴ヶ島第二地区青少年健全育成推進協議会

公益社団法人 鶴ヶ島市シルバー人材センター

社会福祉法人 鶴ヶ島市社会福祉協議会

鶴ヶ島市

鶴ヶ島市南市民センター

その他、地域の多くの団体、個人の皆様にご協力頂いています。
（順不同）

Web ブログ


